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･′ 3. 結 果
'_(I) ダイズ 収穫したIT一発をフライパンでい().
よく冷えてから2け人で純 礼 た｡耗食者を BHt･?
臭気を埠じ中老'(+)･見気の有無を判胤 快 なか?た
76



































ぞれ19rJ及び1輔 となり, 危険率 0-0.01に於で,
軍 を感じなかった者が多かったと貰えるoLかし65I
･ni桁捌 脚 剖撒布ダイズでは･真如 ;ないと判tBした _I












とが出来る｡すなわち BHt 院末の析軸比が托まろ .
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(3) ハク号り pSo,6汲び46孝和 水和即 ､ら開/
戦した y一倍 0.03%液を11月23日及び2軸 にそ●れぞ
'l九年当1万1'の割合で撒和したハクサイを約2回馴 i16
･~臼後に収超し/充分洗ってから水煮して拭克しわIZC




























































































⊥ indicates that the diference is
sigt)ificantーatth占Icvel~of5形 oErisk
betweerEconnecte-dtwotr申tmentS.
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(a) 除虫菊粉 市販あ除虫A･粉を200hiesh の
筒を通過せしめたもので,ー共の pyrethrins一を水銀還
元法によt)定温したところ, pyre_thrins1 0.43%
_pyret.hrinII 0.4920'totalpyrethrins0.02%.
であった｡
(b).egonolェゴ氾不胎化物から分縦桁期したも
ので mp117.0-118.00であるo
(C)egenolcon-ceLltrateは著者 2`'が先にエゴ的
の分子議潔に際し得た溜分でcgonplの食道は28･31%
′＼
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